
譁フナバシファー

ム，千葉）と井戸水を自由摂取できる条件下で飼育され

ている15匹のチンチラ（2カ月1匹，3カ月4匹，3歳1

匹，4歳2匹，6歳1匹，8歳1匹，9歳2匹，14歳1匹，

年齢不詳2匹）とともに飼育されている2匹より下記の

2症例を認めた．

症例1：雄4歳．右眼角膜全体の白濁化（図1）．

症例2：雌3歳．初産で3匹の子を哺育中．右足踵か

ら爪先までの脱毛を認めた（図2）．

細菌検査：滅菌生理食塩水で湿めらせた滅菌綿棒を用

いて病変部をスワブし，ハートインフュジョン寒天培地

（栄研化学譁，東京）を基礎培地とする馬血液寒天培地

に直接塗抹後，37℃，24～48時間培養した．症例2で

は真菌感染も疑い，脱毛部周辺の被毛をポテトデキスト

ロース寒天培地（栄研化学譁，東京）にて常温で1週間

培養した．なお，症例1については，正常眼（左眼）に

ついても同様にスワブし，培養した．さらにグラム染

色，カタラーゼ試験およびマンニット食塩培地を用いた

マンニット分解能試験，簡易同定用キット（NhID test

SPh18，日水製薬譁，東京）による生化学的性状検査，

PSラテックス（栄研化学譁，東京）によるプロテインA

および結合コアグラーゼの産生能試験，ウサギプラズマ

（栄研化学譁，東京）を用いた遊離コアグラーゼ試験を

定法通りに行った．S. aureusと同定された菌株につい

ては抗血清（ブドウ球菌コアグラーゼ型別用免疫血清

「生研」，デンカ生研譁，東京）によりコアグラーゼ型別

を行った．また馬，ウサギ，および羊血液寒天培地上で

の溶血能の有無を確認した．さらにベンジルペニシリン

（SNディスク，日水製薬譁，東京），トブラマイシン

（SNディスク，日水製薬譁，東京），クラリスロマイシ

ン（SNディスク，日水製薬譁，東京），オフロキサシン

（SNディスク，日水製薬譁，東京）に対する薬剤感受性
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要　　　　　約

17匹のチンチラ（Chinchilla laniger）を飼育している施設において，同時期に角膜炎，および脚部脱毛症が各1匹

自然発生し，病変部より黄色ブドウ球菌（Staphylococcus aureus）が純培養状に分離された．薬剤感受性試験の結果

をふまえ角膜炎の個体は，ニューキノロン系抗生物質と角膜潰瘍改善薬を1日5回5日間点眼後，ビタミンB2 点眼剤と

角膜潰瘍改善薬を1日2回34日間投与することで，また脱毛症の個体はニューキノロン系抗菌塗布薬を1日1回4日間

用いることにより，病変は完全に治癒し S. aureusも検出されなくなった．以上のことより，チンチラにおいて S.

aureus関与による角膜炎および脚部脱毛の自然発生が確認され，薬剤感受性試験結果をふまえての今回の治療は有効

であることが示された．―キーワード：チンチラ，黄色ブドウ球菌．
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